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１． 目的 

 本研究の目的は、生徒の生活の大きな部分を占め

る運動部活動を通して、生徒が豊かなスポーツ実践

を行うために、試合出場時間と運動有能感の関係を

検討し、今後の効果的な部活動の在り方を提案する

ことである。 

 

２． 研究方法 

1)対象者 K 高校サッカー部の生徒 185 名、O 高

校野球部の生徒 88 名、及び両校の顧問であっ

た。 

2)調査方法 運動有能感に関しては、岡澤ら（1996）

によって作成された運動有能感測定尺度（3 因

子各 4項目、12項目）を用いて測定した。それ

に加えて、部活動の満足度とその回答の理由を

自由記述で調査した。また、顧問を対象に所属

カテゴリーと試合出場時間を調査した。 

3)分析方法 SPSS24.0で因子分析を行い、運動有

能感と試合出場時間の平均値に対応して t検定

を実施した。有意水準は５％未満とした。 

 

３． 結果と考察 

 本研究において、野球では、身体的有能さの認知

や、受容感において、所属カテゴリーが高い生徒の

方が低い生徒よりも得点が高かった(右図 A からカ

テゴリー高群、4段階)。サッカーでは、身体的有能

さの認知では、有意差が見られたものの、野球ほど

顕著ではなく、受容感、統制感においては、有意差

はみられなかった(右図 Aからカテゴリー高群、3段

階)。 

サッカーでは、ほとんどの生徒が試合に出場可能

な環境が整っており、試合に出場する選手の入れ替

わりも多いことがこの結果の要因として考えられる。

また、部活動の満足度に関する自由記述欄にも試合

に出場できないなどの不満の声はみられず、サッカ

ーが楽しいといった声が多かった。 

野球では、試合に出場できないことで、周りからの 

 

 

高い評価を受けることが少なくなり、自分の能力を

低く感じたり、仲間から認められていないと思った

りしてしまうことがこの結果につながったと考えら

れる。また、試合に出場する選手が固定化する傾向

（ O 高校では前回の地方大会で出場した生徒は 13

名）があり、下位のカテゴリーでは、自分は部に必

要な存在ではないと感じていることも推察される。 

 

４． 結論 

 本研究では、多くの生徒が試合に出場する機会が

あることで、部員全員の運動有能感を高めることが

できるという示唆が得られた。また、試合に出場す

る機会を増やすことは難しい場合でも、緊張感のあ

る試合を経験したり、頻繁にカテゴリー編成を行っ

たりすることで生徒の運動有能感を高められるので

はないかと考えられる。 
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図 カテゴリーごとの受容感の比較 
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